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は
じ
め
に
　
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
を
残
し
た
歌
人
は
数
多
い
。
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
史
に
お
い
て
名
を
残
す
人
物
が
、
お
む
ね
学
者
・
文
化
人
と
し
て
高
名
で
あ
る
以
上
、
和
歌
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
限
定
し
て
も
、
正
徹
、
一
条
兼
良
、
宗
祇
、
堯
恵
等
が
想
起
さ
れ
る
。
　
で
は
、
『
伊
勢
物
語
』
に
精
通
し
注
釈
を
残
し
た
歌
人
た
ち
が
、
積
極
的
に
『
伊
勢
物
語
』
か
ら
表
現
を
摂
取
し
た
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
か
と
い
う
と
、
一
概
に
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
和
歌
に
『
伊
勢
物
語
』
を
用
い
よ
う
と
い
う
明
確
な
問
題
意
識
の
も
と
に
試
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
読
解
や
知
識
の
豊
か
さ
と
、
そ
れ
を
和
歌
の
表
現
に
活
か
す
こ
と
は
、
位
相
の
異
な
る
問
題
で
あ
る
。
　
『
伊
勢
物
語
』
を
、
自
身
の
和
歌
表
現
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
注
釈
者
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
三
条
西
実
隆
で
あ
る
。
実
隆
は
、
『
伊
勢
物
語
』
享
受
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
現
在
、
我
々
が
通
常
用
い
て
い
る
『
伊
勢
物
語
』
本
文
は
、
女
子
大
國
お　
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実
隆
が
藤
原
定
家
筆
天
福
本
を
書
写
し
た
三
条
西
家
本
を
底
本
と
す
る
こ
と
が
多
い
）
1
（
。
ま
た
、
先
行
研
究
）
2
（
が
実
隆
の
講
釈
・
注
釈
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
、
実
隆
は
生
涯
に
十
度
を
超
え
る
講
釈
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
三
月
二
十
六
日
～
四
月
二
十
一
日
の
講
釈
は
『
伊
語
聴
説
）
3
（
』
、
大
永
二
（
一
五
二
二
）
年
五
月
の
講
釈
は
『
伊
勢
物
語
惟
清
抄
』
、
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
五
月
・
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
三
月
の
講
釈
は
『
逍
談
称
聴
』
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
三
月
の
講
釈
は
『
逍
談
称
聴
』
『
覚
桜
注
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
　
実
隆
は
豊
富
な
注
釈
を
残
し
、
和
学
の
家
・
三
条
西
家
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
の
基
礎
を
築
い
た
。
さ
ら
に
、
実
隆
の
和
歌
表
現
に
は
、
『
伊
勢
物
語
』
か
ら
摂
取
し
た
詞
が
散
見
す
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
『
伊
勢
物
語
』
を
摂
取
し
た
表
現
は
、
先
行
和
歌
の
例
を
見
な
い
実
隆
独
自
の
も
の
も
多
い
。
　
小
稿
で
は
、
実
隆
の
詠
作
に
見
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
を
検
討
し
、
実
隆
自
身
お
よ
び
注
釈
・
講
釈
が
ど
の
よ
う
に
和
歌
詠
作
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
、
室
町
時
代
後
期
の
和
歌
と
『
伊
勢
物
語
』
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
　
　
　
一
、
従
来
の
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
実
隆
の
摂
取
　
実
隆
の
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
を
始
め
る
前
に
、
従
来
の
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
既
に
旧
稿
）
4
（
で
論
じ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
の
で
、
概
略
を
確
認
し
て
お
く
。
　
後
世
の
文
学
が
『
伊
勢
物
語
』
を
摂
取
し
て
利
用
す
る
場
合
、
主
に
用
い
ら
れ
る
の
は
作
中
和
歌
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
藤
原
定
家
『
詠
歌
大
概
』
の
冒
頭
「
常
観
―二
念
古
歌
之
景
気
一
可
レ
染
レ
心
。
殊
可
二
見
習
一
者
、
古
今
・
伊
勢
物
語
・
後
撰
・
拾
遺
・
三
十
六
人
集
之
中
殊
上
手
歌
、
可
レ
懸
レ
心
［
人
麿
・
貫
之
・
忠
岑
・
伊
勢
・
小
町
等
之
類
］
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
伊
勢
物
語
』
は
物
語
と
し
て
で
は
な
く
、
歌
集
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
通
常
、
物
語
作
中
和
歌
は
勅
撰
和
歌
集
の
撰
集
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
が
あ
32
る
に
も
か
わ
ら
ず
、
『
伊
勢
物
語
』
所
収
歌
に
は
勅
撰
和
歌
集
に
入
集
す
る
も
の
が
多
い
。
つ
ま
り
『
伊
勢
物
語
』
所
収
和
歌
は
、
物
語
和
歌
と
は
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
『
伊
勢
物
語
』
は
歌
集
の
扱
い
で
、
和
歌
を
〈
主
〉
と
し
、
物
語
の
地
の
文
は
〈
従
〉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
め
に
、
『
伊
勢
物
語
』
を
典
拠
と
す
る
詞
は
和
歌
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
が
主
だ
っ
た
。
院
政
期
の
藤
原
清
輔
も
『
袋
草
紙
』
で
『
伊
勢
物
語
』
を
歌
集
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
ま
た
清
輔
が
『
和
歌
初
学
抄
』
に
お
い
て
『
伊
勢
物
語
』
を
典
拠
と
す
る
二
十
七
の
詞
を
抜
き
書
き
し
た
部
分
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
和
歌
か
ら
の
詞
で
あ
る
。
　
な
お
和
歌
か
ら
引
用
さ
れ
た
詞
以
外
に
も
、
『
伊
勢
物
語
』
の
文
脈
を
想
起
さ
せ
る
キ
イ
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
、
歌
枕
の
名
称
で
あ
る
。
東
下
り
の
章
段
を
中
心
と
し
て
、
物
語
に
登
場
す
る
地
名
は
、
そ
の
地
で
展
開
し
た
物
語
を
想
起
さ
せ
る
機
能
を
持
つ
キ
イ
ワ
ー
ド
と
し
て
引
用
さ
れ
る
詞
と
な
る
。
『
伊
勢
物
語
』
を
典
拠
と
す
る
と
認
識
さ
れ
る
詞
を
、
本
稿
で
は
以
下
、『
源
氏
物
語
』
の
そ
れ
を
「
源
氏
詞
」
と
呼
ぶ
の
に
な
ら
い
、
「
伊
勢
詞
」
と
呼
ぶ
。
　
こ
う
し
た
傾
向
は
実
隆
に
も
お
む
ね
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
実
隆
が
和
歌
に
摂
取
し
て
用
い
る
伊
勢
詞
は
、
従
来
の
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
の
範
囲
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
が
あ
る
。
特
に
、
地
の
文
か
ら
取
っ
た
伊
勢
詞
が
散
見
す
る
の
が
特
徴
で
、
実
隆
以
前
に
用
例
の
無
い
、
も
し
く
は
新
編
国
歌
大
観
・
新
編
私
家
集
大
成
の
範
囲
で
、
実
隆
に
し
か
用
例
の
見
え
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
で
は
特
に
、
実
隆
以
前
に
和
歌
に
摂
取
さ
れ
た
例
が
見
い
だ
せ
な
い
も
の
、
も
し
く
は
新
編
国
歌
大
観
・
新
編
私
家
集
大
成
の
範
囲
で
実
隆
に
し
か
見
い
だ
せ
な
い
伊
勢
詞
の
摂
取
例
を
挙
げ
る
（
実
隆
に
し
か
例
が
無
い
も
の
に
＊
を
付
す
）
。
　
　
　
　
同
日
、
京
へ
か
へ
り
ま
う
で
く
と
て
、
船
の
う
へ
に
て
三上
山
を
見
て
　
＊
と
み
か
う
み
か
み
の
山
の
さ
き
に
な
り
跡
に
な
り
行
船
の
う
へ
哉 
（
『
再
昌
草
』
三
一
〇
七
・
永１
正５
十１
三６
年
四
月
十
九
日
）
　
　
→ 
こ
の
女
、
か
く
か
き
を
き
た
る
を
、
け
し
う
、
心
を
く
べ
き
こ
と
も
お
ぼ
え
ぬ
を
、
な
に
ゝ
よ
り
て
か
、
か
ゝ
ら
む
と
、
い
と
い
た
う
な
き
て
、
い
づ
か
た
に
も
と
め
ゆ
か
む
と
、
か
ど
に
い
で
ゝ
、
と
見
か
う
見
、
ゝ
け
れ
ど
、
い
づ
こ
を
は
か
り
と
も
お
ぼ
え
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
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ざ
り
け
れ
ば
、
…
（
二
一
段
）
　
　
あ
は
じ
と
も
い
は
で
過
し
や
つ
れ
な
さ
の
み
さ
ほ
な
る
へ
き
は
じ
め
成
け
ん
（
『
雪
玉
集
』
七
三
四
〇
・
詠
百
首
和
歌
・
恋
・
不
逢
恋
／
同
・
一
八
七
五
に
も
重
出
）
　
　
→ 
む
か
し
、
お
と
こ
有
け
り
。
「
あ
は
じ
」
と
も
い
は
ざ
り
け
る
女
の
、
さ
す
が
な
り
け
る
が
も
と
に
、
い
ひ
や
り
け
る
。
（
二
五
段
）
　
＊
お
も
し
ろ
き
此
こ
と
の
葉
も
と
く
法
の
阿
褥
た
ら
と
ぞ
腹
に
あ
ぢ
は
ふ
（
『
再
昌
草
』
四
四
〇
・
文１
５
０
４
亀
四
年
四
月
十
四
日
「
親
栄
鱈
を
ゝ
く
る
と
て
／
返
し
」
　
　
→
こ
の
う
た
は
、
あ
る
が
な
か
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
ゞ
め
て
よ
ま
ず
、
は
ら
に
あ
ぢ
は
ひ
て
。
（
四
四
段
）
　
　
恋
し
さ
は
ま
す
み
の
か
ゞ
み
か
け
て
の
み
か
た
時
さ
ら
ず
影
に
み
へ
つ
ゝ
（
『
雪
玉
集
』
五
六
七
五
・
大１
５
２
４
永
四
年
仲
冬
聖
廟
奉
納
詠
三
十
首
和
歌
・
増
恋
）
　
　
→ 
む
か
し
、
お
と
こ
、
い
と
う
る
は
し
き
友
あ
り
け
り
。
か
た
時
さ
ら
ず
あ
ひ
思
ひ
け
る
を
、
人
の
く
に
へ
い
き
け
る
を
、
い
と
あ
は
れ
と
お
も
ひ
て
、
わ
か
れ
に
け
り
。
（
四
六
段
）
　
　
　
　
（
注
・
夢
庵
へ
）
返
事
、
五
句
を
わ
か
ち
て
、
五
首
を
詠
侍
し
　
　
う
づ
も
れ
し
む
ば
ら
か
ら
た
ち
雪
と
け
て
そ
ば
の
か
き
ね
に
春
も
み
へ
け
り 
（
『
再
昌
草
』
二
一
三
五
・
永１
５
１
２
正
九
年
一
月
二
十
日
）
　
　
霜
こと
ほづ
る
う
ば
ら
か
ら
た
ち
い
く
へ
と
か
分
迷
ふ
陰
に
か
り
く
ら
す
ら
ん 
（
『
集
雪
追
加
』
二
八
三
・
鷹
狩
）
　
　
→
…
と
て
、
い
で
た
つ
け
し
き
を
見
て
、
む
ば
ら
、
か
ら
た
ち
に
か
ゝ
り
て
、
家
に
き
て
う
ち
ふ
せ
り
。
（
六
三
段
）
　
＊
あ
ま
れ
り
や
た
ら
ず
や
と
だ
に
な
に
か
思
ふ
け
ふ
の
ま
ゝ
な
る
あ
す
も
し
ら
じ
を
（
『
雪
玉
集
』
七
二
四
四
・
永１
正５
十２
七０
年
八
月
住
吉
法
楽
百
首
・
述
懐
）
　
　
→
ゐ
な
か
人
の
う
た
に
て
は
、
あ
ま
れ
り
や
、
た
ら
ず
や
。
（
八
七
段
）
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七
例
を
挙
げ
た
。
い
ず
れ
も
地
の
文
か
ら
の
詞
で
あ
り
、
か
つ
地
名
等
の
固
有
名
詞
で
は
な
い
。
し
か
も
、
「
う
ば
ら
か
ら
た
ち
」
以
外
は
場
面
の
情
景
を
構
成
す
る
素
材
で
は
な
く
、
状
況
説
明
や
、
草
子
地
の
評
言
か
ら
詞
を
摂
取
し
て
い
る
。
　
地
の
文
の
詞
を
和
歌
に
用
い
る
歌
人
は
、
院
政
期
以
来
）
5
（
、
和
歌
史
を
通
じ
て
存
在
し
た
。
俊
成
）
6
（
や
定
家
は
『
伊
勢
物
語
』
の
本
説
取
り
を
数
多
く
詠
み
、
地
の
文
の
詞
も
用
い
て
い
る
。
他
に
も
、
実
隆
に
影
響
を
与
え
た
正
徹
）
7
（
（
正
徹
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
）
や
そ
の
弟
子
・
正
広
、
実
隆
の
和
歌
の
師
で
あ
っ
た
飛
鳥
井
雅
親
が
、
い
ず
れ
も
地
の
文
の
詞
を
和
歌
に
摂
取
し
た
例
を
多
く
見
い
だ
せ
る
歌
人
で
あ
る
。
こ
う
し
た
先
行
の
歌
人
と
重
な
る
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
隆
は
新
た
な
詞
に
着
目
し
て
和
歌
に
摂
取
し
て
い
る
。
掲
出
し
た
七
例
の
伊
勢
詞
は
、
説
明
的
・
散
文
的
と
言
っ
て
も
よ
く
、
和
歌
に
は
摂
取
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
詞
を
積
極
的
に
用
い
る
実
隆
の
姿
勢
を
ま
ず
指
摘
し
う
る
。
　
　
　
　
二
、
旧
注
に
よ
る
読
解
と
和
歌
表
現
　
作
中
和
歌
の
詞
や
歌
枕
の
み
な
ら
ず
、
地
の
文
に
も
細
か
く
目
を
行
き
届
か
せ
て
、
自
身
の
和
歌
表
現
に
摂
取
す
る
と
い
う
方
向
性
は
、
こ
の
時
代
、
和
歌
の
み
な
ら
ず
連
歌
に
も
見
い
だ
せ
る
。
こ
れ
が
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
や
注
釈
に
よ
っ
て
『
伊
勢
物
語
』
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
後
柏
原
天
皇
）
8
（
時
代
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
）
9
（
で
も
指
摘
し
た
。
　
そ
こ
で
、
注
釈
書
と
和
歌
表
現
が
深
く
関
わ
る
摂
取
例
と
し
て
、〝
空
高
く
飛
ぶ
（
行
く
）
蛍
〞
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
こ
の
素
材
を
実
隆
は
繰
り
返
し
和
歌
に
詠
ん
で
い
る
。
　
　
空
た
か
く
ゆ
け
ば
ほ
た
る
の
水
の
上
に
な
が
る
ゝ
か
げ
も
き
え
か
へ
り
つ
ゝ
（
『
雪
玉
集
』
四
九
一
八
・
永１
５
０
６
正
三
後
五
十
八
侍
従
大
納
言
家
着
到
百
首
和
歌
・
蛍
）
　
　
た
か
く
と
ぶ
影
も
た
え
〴
〵
あ
ら
は
れ
て
く
れ
行
空
を
蛍
に
ぞ
見
る
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
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（
『
再
昌
草
』
一
〇
六
六
・
永１
５
０
７
正
四
年
四
月
十
一
日
荻
野
弥
十
郎
夢
想
太
神
宮
法
楽
和
歌
（
題
政
為
）
・
「
夏
夕
」
）
　
　
し
た
水
に
み
え
し
は
き
へ
て
あ
し
の
原
の
そ
よ
空
た
か
く
ゆ
く
蛍
か
な
（
『
再
昌
草
』
二
三
九
〇
・
永１
５
１
３
正
十
年
一
月
十
四
日
三
十
首
和
歌
「
水
辺
蛍
」
／
『
雪
玉
集
』
五
七
六
二
・
第
三
句
「
蘆
の
は
の
」
）
　
　
す
み
わ
た
る
陰
を
た
づ
ね
て
あ
ま
の
川
あ
り
と
や
た
か
く
ゆ
く
ほ
た
る
か
な
（
『
雪
玉
集
』
三
六
八
六
・
永１
５
１
３
正
十
年
九
月
堀
河
題
百
首
・
夏
・
蛍
）
　
　
水
の
上
の
光
も
消
て
空
た
か
く
行
ゑ
も
み
え
ず
と
ぶ
ほ
た
る
か
な 
（
『
集
雪
追
加
』
一
二
七
・
夏
・
蛍
）
　
空
高
く
飛
ん
で
行
く
蛍
は
、
一
見
な
に
げ
な
い
素
材
・
表
現
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
室
町
時
代
後
期
の
和
歌
に
い
た
っ
て
か
ら
散
見
し
始
め
る
も
の
で
あ
る
。
詠
作
年
次
が
判
明
す
る
最
も
早
い
例
は
、
掲
出
例
の
一
首
目
、
実
隆
の
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
の
詠
で
あ
る
。
他
の
歌
人
で
は
、
下
冷
泉
政
為
が
永
正
五
年
に
詠
ん
だ
「
空
た
か
く
の
ぼ
る
蛍
は
雨
く
ら
き
よ
る
と
て
見
え
ぬ
思
ひ
な
ら
め
や
」
（
『
碧
玉
集
』
三
〇
七
「
雨
中
蛍
」
）
、
ま
た
詠
歌
年
次
は
不
詳
で
あ
る
が
、
後
柏
原
天
皇
に
も
「
影
た
か
く
み
し
や
蛍
も
く
る
ゝ
よ
の
空
よ
り
く
だ
る
草
の
上
の
露
」
（
『
柏
玉
集
』
五
七
四
「
草
蛍
似
露
」
）
の
例
が
あ
る
。
他
に
も
、
実
隆
の
息
子
で
あ
る
公
条
の
「
す
ゞ
し
く
も
空
に
暮
行
夏
の
日
の
光
た
か
く
も
と
ぶ
ほ
た
る
か
な
」
（
『
称
名
院
家
集
』
四
四
三
「
晩
夏
蛍
／
永１
正５
十１
二５
三
十
首
」
）
、
後
柏
原
天
皇
の
息
子
で
あ
る
後
奈
良
天
皇
の
「
空
た
か
く
飛
や
ほ
た
る
の
影
な
が
ら
下
ゆ
く
水
の
下
に
み
え
つ
ゝ
」
（
毛
利
元
道
蔵
『
宸
翰
英
華
（
後
奈
良
天
皇
）
』
大１
永５
八２
年８
五
月
二
十
五
日
月
次
御
会
「
水
上
蛍
」
）
の
例
が
見
ら
れ
る
。
　
こ
の
〝
空
高
く
飛
ぶ
（
行
く
）
蛍
〞
は
、
『
伊
勢
物
語
』
四
五
段
の
、
次
の
箇
所
か
ら
摂
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
男
に
想
い
を
寄
せ
て
い
た
女
が
、
恋
煩
い
の
た
め
病
に
伏
せ
る
。
病
床
で
両
親
に
、
男
に
対
す
る
思
い
を
打
ち
明
け
、
驚
い
た
両
親
は
男
に
事
情
を
話
し
て
来
て
も
ら
う
が
、
女
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
死
の
穢
れ
に
遭
っ
た
男
は
、
籠
も
っ
て
つ
れ
づ
れ
を
過
ご
す
。
物
語
の
末
尾
の
本
文
を
掲
出
す
る
。
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…
時
は
み
な
月
の
つ
ご
も
り
、
い
と
あ
つ
き
こ
ろ
を
ひ
に
、
夜
ゐ
は
あ
そ
び
を
り
て
、
夜
ふ
け
て
、
や
ゝ
す
ゞ
し
き
風
ふ
き
け
り
。
ほ
た
る
た
か
く
飛
あ
が
る
。
こ
の
お
と
こ
、
見
ふ
せ
り
て
、
　
　
　
　
ゆ
く
ほ
た
る
雲
の
う
へ
ま
で
い
ぬ
べ
く
は
秋
風
ふ
く
と
か
り
に
つ
げ
こ
せ
（
四
五
段
）
　
さ
て
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
の
古
注
に
よ
る
解
釈
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
 
時
ハ
ミ
ナ
月
ノ
晦
日
ト
ハ
、
貞
観
六
年
六
月
晦
日
也
。
「
行
螢
」
ノ
歌
ノ
意
ハ
、
此
螢
、
雲
ノ
上
マ
デ
飛
ア
ガ
ラ
バ
、
煙
ト
成
テ
、
雲
ニ
入
シ
人
、
秋
風
フ
ク
ト
、
我
ニ
告
ヲ
コ
セ
ヨ
ト
云
也
。 
（
『
十
巻
本
伊
勢
物
語
注
』
）
　
　
 
時
は
六
月
晦
日
と
は
、
貞
観
十
六
年
六
月
晦
日
な
り
。
（
中
略
）
歌
に
「
行
蛍
秋
風
ふ
く
と
か
り
に
告
こ
せ
」
と
は
、
蛍
雲
上
に
ゆ
き
た
ら
ば
、
彼
女
の
死
た
る
や
う
を
つ
げ
よ
。
実
に
恋
の
や
ま
ひ
に
て
死
た
る
か
と
云
也
。
四
き
に
秋
を
や
ま
ひ
に
と
れ
ば
か
く
よ
む
な
り
。
か
り
、
雁
に
は
非
ず
。
我
が
許
り
つ告
げ
よ
也
。
妹
許ガリ
な
ど
、
お
な
じ
事
也
。
彼
女
、
内
裏
に
宮
仕
へ
ば
、
雲
の
う
へ
と
云
な
り
。
又
煙
と
成
也
。
雲
に
の
ぼ
り
た
る
事
を
い
ふ
也
。 
（
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
）
　
冷
泉
家
流
古
注
で
は
、
こ
の
章
段
が
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
ま
た
は
同
十
六
年
（
八
七
四
）
の
六
月
晦
日
の
こ
と
で
あ
る
と
注
し
、
地
の
文
に
関
し
て
は
そ
れ
以
上
の
解
説
は
無
い
。
古
注
は
「
雲
の
上
」
を
内
裏
の
象
徴
、
ま
た
は
「
雲
の
上
ま
で
去
ぬ
」
が
死
を
象
徴
す
る
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
「
か
り
」
は
接
尾
語
「
が
り
」
で
あ
り
、
雁
の
意
は
取
ら
な
い
と
注
す
。
　
こ
う
し
た
解
釈
を
離
れ
て
新
た
な
読
み
方
を
示
し
た
の
が
、
旧
注
、
そ
れ
も
宗
祇
で
あ
っ
た
。
宗
祇
は
『
肖
聞
抄
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
文
明
十
二
年
本
の
本
文
を
掲
出
す
る
。
　
　
六 
月
の
、
此
段
詞
以
下
能
々
思
惟
す
べ
し
。
時
節
の
気
暑
熱
の
く
る
し
さ
、
や
う
〳
〵
散
じ
て
、
夜
更
て
涼
風
う
ち
吹
た
る
時
節
を
思
ふ
べ
し
。
　
　
行 
蛍
雲
の
う
へ
ま
で
、
此
歌
心
尤
余
情
お
ほ
し
。
感
情
ふ
か
し
。
あ
つ
き
頃
を
ひ
、
宵
は
あ
そ
び
て
、
さ
夜
更
る
頃
、
風
い
と
身
に
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
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し
む
ば
か
り
吹
て
、
涼
し
さ
ら
に
中
秋
の
天
の
心
し
た
る
折
ふ
し
、
蛍
の
た
か
く
と
ぶ
を
見
て
、
は
や
雁
も
渡
る
べ
き
程
の
心
ち
す
れ
ば
、
雁
に
つ
げ
こ
せ
と
よ
め
る
也
。
い
か
に
も
吟
味
し
て
時
の
景
を
お
も
ふ
べ
き
に
や
。
古
注
説
い
か
ゞ
と
ぞ
。
後
撰
の
秋
部
に
あ
り
。 
（
『
文
明
十
二
年
本
肖
聞
抄
』
）
　
『
肖
聞
抄
』
の
文
明
九
年
本
・
延
徳
三
年
本
で
も
本
文
に
大
異
は
無
い
が
、
文
明
九
年
本
の
行
間
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
小
文
字
注
に
は
、
「
蛍
高
く
飛
び
上
が
る
」
に
つ
い
て
、
「
蛍
タ
カ
ウ
、
特
此
詞
面
白
。
其
時
ノ
サ
マ
ヲ
心
ニ
シ
メ
テ
ヨ
ク
〳
〵
思
ツ
ラ
ヌ
ベ
シ
」
と
あ
る
。
こ
の
場
面
の
時
期
は
六
月
晦
日
、
つ
ま
り
夏
の
最
終
日
で
あ
る
。
夏
が
終
わ
る
日
で
あ
る
と
は
い
え
、
日
中
か
ら
宵
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
。
し
か
し
夜
更
け
に
な
る
と
、
風
が
涼
し
く
吹
い
て
秋
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
。
涼
し
さ
の
中
で
蛍
が
高
く
飛
び
上
が
っ
て
行
く
の
を
見
て
、
そ
ろ
そ
ろ
雁
が
や
っ
て
く
る
季
節
だ
と
思
い
を
馳
せ
る
。
夏
の
最
後
の
日
の
夜
更
け
、
と
い
う
時
節
を
表
現
す
る
上
で
、
「
蛍
高
く
飛
び
上
が
る
」
が
重
要
な
一
節
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
だ
。
　
こ
の
指
摘
は
一
条
兼
良
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
に
も
見
ら
れ
ず
、
旧
注
で
も
宗
祇
に
至
っ
て
か
ら
見
い
だ
せ
る
読
解
で
あ
る
。
宗
祇
系
の
聞
書
で
あ
る
『
伊
勢
物
語
山
口
記
』
と
『
伊
勢
物
語
宗
長
聞
書
』
で
も
お
よ
そ
同
じ
旨
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
傍
線
部
「
蛍
の
た
か
く
と
ぶ
を
見
て
…
」
以
下
に
該
当
す
る
部
分
を
挙
げ
る
と
、
「
螢
の
高
く
あ
が
る
を
み
て
、
雁
も
は
や
軈
而
来
ぬ
べ
き
心
地
し
て
、
身
に
し
む
ば
か
り
の
空
を
な
が
め
て
よ
め
る
歌
也
。
景
気
誠
に
こ
ゝ
ろ
に
う
か
ぶ
歌
な
り
」
（
『
伊
勢
物
語
山
口
記
』
）
「
蛍
の
う
ち
ひ
か
り
て
た
か
く
と
ぶ
を
見
て
、
は
や
雁
も
わ
た
り
ぬ
べ
き
ほ
ど
の
心
ち
し
侍
れ
ば
、
『
か
り
に
つ
げ
こ
せ
』
と
い
へ
る
也
。
い
か
に
も
そ
の
折
節
に
心
を
や
り
て
吟
味
す
べ
し
」
（
『
伊
勢
物
語
宗
長
聞
書
』
）
と
注
さ
れ
て
い
る
。
宗
祇
が
四
五
段
を
読
み
解
く
際
、
こ
の
箇
所
は
注
目
す
べ
き
情
景
描
写
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
　
宗
祇
の
読
解
は
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
と
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
に
宗
祇
の
講
釈
を
受
け
た
実
隆
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
『
伊
語
聴
説
』
『
逍
談
称
聴
』
に
は
該
当
す
る
記
述
は
無
い
が
、『
惟
清
抄
』
に
は
、「
蛍
タ
カ
ウ
飛
ア
ガ
ル　
何
ト
ヤ
ラ
ン
、
風
情
面
白
也
」
、
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『
覚
桜
注
』
に
も
、
「
ほ
た
る
た
か
く
と面白
キ
詞
ツ
ヾ
キ
也
び
あ
が
る
」
と
あ
り
、
宗
祇
と
同
様
に
ま
ず
こ
の
詞
の
面
白
さ
を
評
価
す
る
。
『
惟
清
抄
』
で
は
、
「
行
く
螢
…
」
の
歌
に
、
以
下
の
よ
う
に
注
す
る
。
　
　
 
後
撰
ニ
ハ
、
秋
ノ
部
ニ
入
タ
リ
。
雁
ヲ
本
ニ
シ
タ
ル
ニ
ヤ
。
此コヽ
ハ
夏
ノ
歌
也
。
ヨ
ヰ
ノ
程
ハ
暑
気
甚
シ
キ
ヤ
ウ
ナ
ル
ガ
、
夜
深
テ
、
身
ニ
シ
ム
風
ノ
吹
テ
、
仲
秋
八
月
ノ
天
ノ
ヤ
ウ
ニ
、
オ
ボ
ユ
ル
ニ
、
折
節
蛍
ガ
、
高
ク
ト
ブ
也
。
「
蒹
葭
水
暗
シ
テ
蛍
知
レ
夜
」
ノ
体
也
。
ト
ク
雁
ヲ
モ
、
モ
ヨ
ホ
シ
タ
テ
ヨ
ト
云
心
也
。
　
概
ね
宗
祇
の
注
釈
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
蒹
葭
水
暗
蛍
知
レ
夜
」
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
・
蛍
・
一
八
七
・
許
渾
）
の
詩
句
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
蛍
火
に
よ
っ
て
夜
闇
の
暗
さ
を
意
識
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
蛍
火
乱
飛
秋
已
近
」
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
夏
・
蛍
・
一
八
六
・
元
稹
）
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
蛍
が
秋
の
近
い
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
素
材
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
蛍
が
飛
ぶ
の
が
六
月
晦
日
の
場
面
に
よ
く
適
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
宗
祇
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
行
く
蛍
…
」
の
歌
は
『
後
撰
集
』
秋
上
（
二
五
二
「
題
し
ら
ず
」
）
に
入
集
し
て
お
り
、
こ
で
は
秋
歌
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
宗
祇
と
実
隆
は
、
あ
く
ま
で
夏
の
終
わ
り
の
景
で
あ
る
点
に
興
趣
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
。
　
蛍
を
「
行
く
」
と
表
現
す
る
の
は
和
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
が
、
「
高
く
」
と
い
う
形
容
詞
を
伴
う
の
は
、
地
の
文
に
依
拠
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
和
歌
の
「
雲
の
う
へ
ま
で
い
ぬ
べ
く
」
の
意
を
も
凝
縮
し
て
込
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、〝
蛍
の
高
く
飛
ぶ
（
行
く
）〞
と
い
う
情
景
描
写
が
、
『
伊
勢
物
語
』
四
五
段
の
場
面
と
密
接
に
関
わ
る
魅
力
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
発
見
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
点
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
発
見
は
、
旧
注
の
注
釈
方
法
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
古
注
の
注
釈
方
法
と
は
、
事
件
の
す
べ
て
に
年
月
日
を
、
登
場
人
物
の
す
べ
て
に
実
在
人
物
の
名
を
あ
て
、
ま
た
物
語
に
隠
さ
れ
た
「
下
の
心
」
を
読
み
取
る
こ
と
に
中
心
が
あ
っ
た
。
一
方
、
旧
注
は
、
一
条
兼
良
が
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
で
「
来
歴
と
引
の
せ
た
る
和
漢
の
書
典
、
一
と
し
て
ま
こ
と
あ
る
こ
と
な
し
。
昔
物
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
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語
の
本
意
を
う
し
な
ふ
の
み
な
ら
ず
、
詞
花
言
葉
の
た
よ
り
に
も
成
が
た
し
。
末
学
の
と
も
が
ら
、
ゆ
め
〳
〵
信
用
す
べ
か
ら
ず
。
邪
路
に
お
も
む
か
ん
事
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
、
鎌
倉
時
代
以
来
の
古
注
を
否
定
し
、
信
用
で
き
な
い
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
特
に
宗
祇
が
打
ち
出
し
た
「
い
か
に
読
む
べ
き
か
、
い
か
に
物
語
化
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
か
を
重
視
し
て
注
釈
す
る
」
「
鑑
賞
を
重
ん
じ
る
姿
勢
）
10
（
」
は
、
講
釈
を
受
け
、
宗
祇
流
の
読
解
を
引
き
継
い
だ
堂
上
公
家
た
ち
に
、
『
伊
勢
物
語
』
に
対
す
る
よ
り
深
く
細
や
か
な
目
を
養
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
隆
た
ち
室
町
時
代
後
期
の
歌
人
が
和
歌
に
〝
蛍
の
高
く
飛
ぶ
（
行
く
）〞
を
い
う
素
材
を
用
い
始
め
た
背
景
に
は
、
講
釈
を
通
じ
た
丁
寧
な
読
解
に
よ
る
発
見
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
物
語
本
文
に
基
づ
き
な
が
ら
、
細
や
か
に
表
現
と
意
味
を
汲
み
取
っ
て
取
り
入
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
た
実
隆
の
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
が
、
旧
注
に
よ
る
丁
寧
な
読
解
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
　
　
　
　
三
、
注
釈
に
お
け
る
難
義
箇
所
　
次
に
、
実
隆
が
和
歌
に
用
い
て
い
る
詞
が
、
和
歌
に
先
行
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
注
釈
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
間
で
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
、
次
の
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
で
あ
る
。
　
　
わ
れ
て
あ
は
ん
心
も
人
を
し
づ
そ
で
と
お
も
ひ
こ
が
る
ゝ
よ
ゐ
の
と
も
し
び
（
『
再
昌
草
』
三
四
二
六
・
永１
正５
十１
五８
年
二
月
「
廿
四
日
、
遣
二
真
光
院
僧
正
許
一
／
忍
待
恋
」
）
　
こ
の
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
は
、
業
平
と
伊
勢
斎
宮
と
の
密
通
を
描
い
た
六
九
段
の
、
「
二
日
と
い
ふ
夜
、
お
と
こ
、
わ
れ
て
あ
は
む
と
い
ふ
」
か
ら
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
は
古
来
、
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
る
と
、
「
わ
れ
て
あ
は
む
」
が
男
の
言
葉
で
あ
る
と
解
す
る
も
の
と
、
「
わ
れ
て
『
逢
は
む
』
」
す
な
わ
ち
「
逢
は
む
」
の
み
が
男
の
言
葉
で
、
「
わ
れ
て
」
は
そ
れ
に
掛
か
る
修
飾
語
で
地
の
文
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で
あ
る
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
の
立
場
で
の
現
代
語
訳
は
「
『
ぜ
ひ
と
も
逢
お
う
』
と
言
う
」
（
鈴
木
日
出
男
『
伊
勢
物
語
評
解
』
平
25
・
筑
摩
書
房
）
、
後
者
の
立
場
で
の
現
代
語
訳
は
「
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
、
『
逢
お
う
』
と
言
う
」
（
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
全
読
解
』
平
25
・
和
泉
書
院
）
と
な
る
。
　
で
は
、
こ
の
実
隆
歌
は
ど
の
よ
う
に
解
す
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
実
隆
の
講
釈
聞
書
を
見
る
と
、
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
の
箇
所
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
解
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
わ
れ
て
は
、
わ
り
な
く
あ
は
ん
也
。
又
、
二
に
な
り
て
あ
は
ん
、
両
様
也
。
わ
り
な
く
を
用
。
（
『
伊
語
聴
説
』
）
　
　
ワ
レ
テ
ア
ハ
ム
ト
イ
フ
、
ワ
レ
テ
モ
末
ニ
ア
ハ
ン
ト
ゾ
思
フ
ト
、
崇
徳
院
ノ
御ゴ
製セイ
タ
リ
。
ワ
リ
ナ
ク
ア
ハ
ン
ト
云
心
也
。
（
『
惟
清
抄
』
）
　
　
わ
り
な
ふ
あ
は
ん
也
。
わ
れ
て
も
末
に
あ
は
ん
と
ぞ
思
、
同
心
也
。
（
『
逍
談
称
聴
』
）
　
　
ワ
レ
テ
ハ
、
ワ
リ
ナ
ク
ア
ハ
ン
ト
也
。
ワ
カ
レ
テ
ノ
心
ハ
ア
ラ
ズ
。
（
『
覚
桜
注
』
）
　
実
隆
の
解
釈
は
、
一
貫
し
て
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
を
男
の
言
葉
と
取
り
、
「
わ
れ
て
」
と
は
「
わ
り
な
く
」
と
同
じ
意
、
つ
ま
り
、
「
ど
う
し
て
も
、
何
が
あ
っ
て
も
」
の
意
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
を
男
の
言
葉
と
取
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
歌
意
は
、
「
何
と
し
て
で
も
逢
い
た
い
と
い
う
心
も
、
倭
文
織
り
の
模
様
の
よ
う
に
乱
れ
思
い
焦
が
れ
て
い
る
宵
の
灯
火
で
あ
る
よ
」
と
な
る
。
何
と
し
て
で
も
逢
い
た
い
と
思
い
乱
れ
る
恋
情
を
、
倭
文
織
り
の
乱
れ
た
模
様
に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
宵
の
灯
火
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
　
こ
の
一
首
は
、
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
が
六
九
段
の
地
の
文
に
あ
る
男
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
と
、
一
首
そ
の
も
の
が
章
段
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
了
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
と
求
愛
し
た
男
で
あ
っ
た
が
、
「
人
め
し
げ
ゝ
れ
ば
、
え
あ
は
ず
」
つ
ま
り
、
な
か
な
か
斎
宮
に
逢
え
な
い
。
斎
宮
が
男
の
も
と
を
訪
れ
た
の
は
、
「
ね
ひ
と
つ
許
」
で
あ
り
、
待
つ
間
、
男
は
「
ね
ら
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
と
の
か
た
を
見
い
だ
し
て
ふ
せ
る
」
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
斎
宮
に
求
愛
し
彼
女
と
の
逢
瀬
を
待
ち
わ
び
る
男
の
心
情
が
、
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
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宵
の
間
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
想
像
し
て
詠
ん
だ
の
が
、
こ
の
一
首
で
あ
る
と
解
せ
る
。
な
お
、
こ
の
歌
の
題
は
「
忍
待
恋
」
で
あ
る
。
人
目
を
忍
び
、
誰
に
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
待
つ
恋
と
い
う
題
に
、
禁
忌
の
恋
の
相
手
で
あ
る
斎
宮
を
待
つ
と
い
う
場
面
は
よ
く
適
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
男
が
斎
宮
に
求
愛
し
た
言
葉
で
あ
り
、
か
つ
男
の
熱
烈
な
恋
心
を
表
現
す
る
詞
と
し
て
、
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
は
こ
の
恋
を
想
起
さ
せ
る
上
で
重
要
な
キ
イ
ワ
ー
ド
に
な
る
。
題
か
ら
六
九
段
を
踏
ま
え
る
こ
と
を
発
想
し
、
章
段
を
喚
起
さ
せ
る
詞
す
な
わ
ち
〈
伊
勢
詞
〉
と
し
て
、
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
実
隆
の
講
釈
聞
書
と
の
対
応
は
、
実
隆
詠
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
こ
れ
ら
の
詞
を
用
い
て
い
る
か
を
知
る
材
料
と
な
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
講
釈
聞
書
が
示
す
の
は
、
こ
れ
ら
の
箇
所
が
注
釈
に
お
い
て
問
題
と
な
る
難
義
語
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
事
実
で
も
あ
る
。
実
隆
が
こ
の
詞
に
目
を
留
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
講
釈
・
注
釈
に
お
け
る
難
義
語
の
解
説
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
講
釈
・
注
釈
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
地
の
文
の
詞
が
、
『
伊
勢
物
語
』
中
で
重
要
か
つ
特
異
な
詞
と
し
て
認
識
さ
れ
、
物
語
を
喚
起
す
る
〈
伊
勢
詞
〉
と
し
て
の
固
有
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
過
程
を
想
定
で
き
る
。
　
講
釈
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
詞
が
、
一
首
に
物
語
を
呼
び
込
み
、
ま
た
そ
の
物
語
が
和
歌
に
詠
ま
れ
る
状
況
と
重
な
る
こ
と
を
示
す
〈
伊
勢
詞
〉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
「
あ
る
も
の
か
と
も
思
」
も
同
様
で
あ
る
。
　
　
い
か
さ
ま
に
お
ど
ろ
か
し
て
ん
い
ま
は
世
に
あ
る
物
か
と
も
お
も
は
れ
じ
み
を
（
『
再
昌
草
』
四
二
七
〇
・
大１
５
２
２
永
二
年
十
月
「
廿
四
日
、
公
宴
短
冊
／
忘
恋
」
／
『
雪
玉
集
』
七
九
九
五
）
　
こ
の
歌
の
第
四
句
「
あ
る
も
の
か
と
も
思
（
は
れ
じ
）
」
は
、
一
九
段
の
傍
線
部
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
 
昔
、
お
と
こ
、
宮
づ
か
へ
し
け
る
女
の
方
に
、
ご
た
ち
な
り
け
る
人
を
あ
ひ
し
り
た
り
け
る
、
ほ
ど
も
な
く
か
れ
に
け
り
。
お
な
じ
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
女
の
め
に
は
見
ゆ
る
物
か
ら
、
お
と
こ
は
、
あ
る
物
か
と
も
思
た
ら
ず
。
…
（
一
九
段
）
　
宮
仕
え
す
る
女
房
と
の
短
い
関
係
の
後
、
女
は
別
れ
た
男
の
姿
を
目
に
す
る
が
、
男
は
全
く
女
の
こ
と
を
意
識
も
し
て
い
な
い
。
そ
れ
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を
恨
み
、
女
は
「
あ
ま
雲
の
よ
そ
に
も
人
の
な
り
ゆ
く
か
さ
す
が
に
め
に
は
見
ゆ
る
物
か
ら
」
を
詠
ん
だ
、
と
い
う
の
が
一
九
段
の
内
容
で
あ
る
。
　
実
隆
歌
の
意
は
「
ど
う
や
っ
て
あ
の
人
の
注
意
を
引
こ
う
か
。
今
と
な
っ
て
は
こ
の
世
に
存
在
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
こ
の
身
を
」
。
題
の
「
忘
恋
」
を
表
現
す
る
上
で
、
「
あ
る
も
の
か
と
も
思
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
本
説
の
一
九
段
は
、
よ
く
適
っ
た
内
容
の
章
段
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
男
の
意
識
か
ら
女
が
こ
ぼ
れ
落
ち
、
女
を
忘
れ
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
が
「
あ
る
も
の
か
と
も
思
（
た
ら
ず
）
」
の
箇
所
で
あ
る
。
「
あ
る
も
の
か
と
も
思
た
ら
ず
」
に
つ
い
て
、
『
惟
清
抄
』
に
は
記
述
が
無
い
が
、
『
伊
語
聴
説
』
は
「
男
の
か
た
よ
り
か
れ
た
る
を
恨
也
」
、
『
覚
桜
注
』
は
「
女
ハ
メ
ニ
カ
ク
レ
ド
モ
、
男
ハ
ナ
ニ
ト
モ
シ
ラ
ズ
ト
也
」
と
注
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
詞
は
、
実
隆
が
歌
題
の
「
忘
恋
」
を
表
現
す
る
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
な
お
こ
の
章
段
の
贈
答
歌
は
、
『
古
今
集
』
恋
五
に
も
入
集
し
て
い
る
。
実
隆
は
著
名
な
「
天
雲
の
…
」
歌
を
本
歌
取
り
す
る
の
で
は
な
く
、
地
の
文
の
「
あ
る
も
の
か
と
も
思
」
を
〈
伊
勢
詞
〉
と
し
て
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
章
段
を
喚
起
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
章
段
が
著
名
歌
を
含
ん
で
い
る
に
も
か
わ
ら
ず
、
和
歌
で
は
な
く
地
の
文
の
詞
を
用
い
て
章
段
を
喚
起
さ
せ
て
い
る
の
は
、
次
の
例
も
同
様
で
あ
る
。
　
　
 
や
ど
も
が
な
行
さ
き
お
ほ
く
残
る
日
の
影
す
く
な
く
も
時
雨
き
に
け
り
（
『
雪
玉
集
』
一
五
六
三
「
行
路
時
雨
／
文１
５
０
１
亀
元
十
御
月
次
」
）
　
こ
の
「
行
く
さ
き
お
ほ
く
」
は
、
六
段
の
芥
川
の
場
面
か
ら
取
っ
た
詞
で
あ
る
。
　
　
 
…
草
の
う
へ
に
を
き
た
り
け
る
つ
ゆ
を
、
「
か
れ
は
な
に
ぞ
」
と
な
ん
、
お
と
こ
に
と
ひ
け
る
。
ゆ
く
さ
き
お
ほ
く
、
夜
も
ふ
け
に
け
れ
ば
、
お
に
あ
る
所
と
も
し
ら
で
、
神
さ
へ
い
と
い
み
じ
う
な
り
、
あ
め
も
い
た
う
ふ
り
け
れ
ば
…
（
六
段
）
　
六
段
に
は
「
し
ら
た
ま
か
な
に
ぞ
と
人
の
と
ひ
し
時
つ
ゆ
と
こ
た
へ
て
け
な
ま
し
も
の
を
」
の
和
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
実
隆
は
和
歌
で
は
な
く
、
地
の
文
か
ら
「
行
く
先
お
ほ
く
」
を
取
っ
た
。
地
の
文
に
は
続
く
文
章
に
「
雨
も
い
た
う
降
り
け
れ
ば
」
と
あ
る
。
女
を
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
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連
れ
出
し
て
背
負
い
、
先
を
急
ぐ
途
上
で
雨
に
降
ら
れ
る
と
い
う
こ
の
場
面
は
、
題
の
「
行
路
時
雨
」
を
詠
む
の
に
適
っ
て
い
る
。
実
隆
歌
の
歌
意
は
「
宿
が
欲
し
い
。
こ
れ
か
ら
行
く
先
の
道
の
り
は
遠
く
、
し
か
も
残
る
陽
光
が
少
な
い
暮
れ
方
に
な
っ
て
時
雨
が
降
っ
て
き
た
」
。
な
お
六
段
の
「
行
く
先
多
く
」
に
は
、
「
行
路
ノ
遠
ヲ
云
」
（
『
惟
清
抄
』
）
・
「
行
サ
キ
ト
ヲ
キ
ト
云
心
也
」
（
『
覚
桜
注
』
）
と
注
さ
れ
て
い
る
。
「
行
く
先
」
に
下
接
す
る
の
は
「
多
し
」
よ
り
「
遠
し
」
の
方
が
自
然
で
理
解
し
や
す
い
。
や
違
和
感
の
あ
る
そ
の
言
葉
続
き
が
、
伊
勢
詞
と
し
て
の
固
有
性
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
実
隆
は
章
段
の
中
心
を
担
う
和
歌
で
は
な
く
、
地
の
文
の
詞
を
用
い
て
、
章
段
の
内
容
を
喚
起
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
と
意
図
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
第
一
に
、
先
行
摂
取
例
も
多
く
、
本
歌
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
定
型
化
し
た
作
中
和
歌
の
詞
よ
り
、
地
の
文
か
ら
の
詞
の
利
用
は
目
新
し
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
行
歌
と
の
差
異
化
を
は
か
り
や
す
い
一
方
で
、
踏
ま
え
る
の
は
『
伊
勢
物
語
』
と
い
う
古
典
の
、
し
か
も
著
名
和
歌
を
含
む
章
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
喚
起
力
も
高
い
。
い
わ
ば
、
著
名
章
段
を
摂
取
す
る
古
典
的
姿
勢
と
、
取
る
部
分
の
意
外
性
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
で
あ
る
。
　
第
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
段
が
収
め
る
作
中
和
歌
は
、
勅
撰
和
歌
集
に
入
集
す
る
著
名
歌
で
あ
る
が
、
勅
撰
和
歌
集
に
お
け
る
詞
書
は
そ
れ
ぞ
れ
、
六
九
段
「
君
や
こ
し
…
」
が
「
業
平
朝
臣
の
伊
勢
の
く
に
ま
か
り
た
り
け
る
時
、
斎
宮
な
り
け
る
人
に
い
と
み
そ
か
に
あ
ひ
て
、
又
の
あ
し
た
に
人
や
る
す
べ
な
く
て
思
ひ
を
り
け
る
あ
ひ
だ
に
、
女
の
も
と
よ
り
お
こ
せ
た
り
け
る
」
（
『
古
今
集
』
恋
三
・
六
四
五
）
、
一
九
段
「
天
雲
の
…
」
が
「
業
平
朝
臣
き
の
あ
り
つ
ね
が
む
す
め
に
す
み
け
る
を
、
う
ら
む
る
こ
と
あ
り
て
、
し
ば
し
の
あ
ひ
だ
、
ひ
る
は
き
て
ゆ
ふ
さ
り
は
か
へ
り
の
み
し
け
れ
ば
、
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
」
（
『
古
今
集
』
恋
五
・
七
八
四
）
、
六
段
「
白
玉
か
…
」
が
「
題
し
ら
ず
」
（
『
新
古
今
集
』
哀
傷
・
八
五
一
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
勅
撰
和
歌
集
の
詞
書
に
「
わ
れ
て
逢
は
む
」
「
あ
る
も
の
か
と
も
思
」
「
行
く
先
お
ほ
く
」
は
見
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら
は
勅
撰
和
歌
集
で
は
な
く
『
伊
勢
物
語
』
を
典
拠
と
す
る
詞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
せ
44
る
。
　
第
三
に
、
和
歌
は
確
か
に
章
段
の
中
心
を
担
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
詳
細
・
微
細
な
情
景
描
写
や
心
理
描
写
を
担
う
の
は
地
の
文
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
場
面
の
具
体
的
な
情
報
は
地
の
文
で
表
さ
れ
る
以
上
、
歌
題
に
則
し
た
場
面
を
和
歌
一
首
の
中
に
設
定
し
よ
う
と
す
る
時
、
題
を
的
確
に
表
現
す
る
場
面
を
あ
る
章
段
に
求
め
、
最
も
端
的
に
題
を
表
現
す
る
詞
を
章
段
か
ら
選
び
出
す
際
に
、
地
の
文
ま
で
視
野
に
入
れ
る
と
、
よ
り
的
確
な
詞
を
見
い
だ
し
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
本
節
で
取
り
上
げ
て
き
た
よ
う
な
、
歌
題
の
表
現
と
密
接
に
関
わ
る
〈
伊
勢
詞
〉
に
つ
い
て
は
、
使
い
た
い
〈
詞
〉
が
先
に
あ
っ
て
和
歌
に
用
い
た
の
で
は
な
く
、
使
い
た
い
章
段
が
ま
ず
あ
り
、
そ
こ
か
ら
キ
イ
ワ
ー
ド
と
な
り
う
る
詞
を
選
ん
だ
、
と
い
う
順
番
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
『
伊
勢
物
語
』
の
場
合
は
、
第
一
節
に
も
述
べ
た
よ
う
に
歌
集
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
め
、
『
伊
勢
物
語
』
の
地
の
文
が
、
歌
集
の
詞
書
と
同
様
に
、
和
歌
を
〈
主
〉
と
し
、
そ
の
〈
従
〉
す
な
わ
ち
説
明
の
役
割
を
担
う
も
の
だ
と
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
地
の
文
は
詞
書
と
は
異
な
る
。
地
の
文
の
心
情
描
写
や
情
景
描
写
に
は
、
単
な
る
説
明
の
役
割
に
と
ど
ま
ら
な
い
描
写
力
が
あ
る
。
地
の
文
の
描
写
は
、
作
中
和
歌
と
相
ま
っ
て
、
そ
の
場
面
を
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
効
果
を
持
つ
。
『
伊
勢
物
語
』
が
歌
書
で
は
な
く
物
語
で
あ
る
の
は
地
の
文
が
存
在
す
る
か
ら
だ
、
と
い
う
の
は
、
き
わ
め
て
単
純
な
事
実
で
は
あ
る
。
実
隆
は
『
伊
勢
物
語
』
の
地
の
文
の
詞
を
、
そ
の
章
段
を
代
表
さ
せ
る
〈
伊
勢
詞
〉
と
し
て
活
か
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
四
、
場
面
の
再
構
成
　
こ
れ
ま
で
和
歌
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
地
の
文
の
詞
を
和
歌
に
用
い
る
と
い
う
方
法
は
、
特
徴
の
あ
る
詞
を
引
用
す
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
実
隆
の
方
法
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
複
数
の
詞
を
用
い
て
、
章
段
の
場
面
を
喚
起
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
廿
七
日
、
内
裏
に
て
、
題
を
さ
ぐ
り
て
卅
首
歌
つ
か
う
ま
つ
り
し
に
／
羈
中
渡
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
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い
そ
げ
ど
も
ひ
と
り
ふ
た
り
を
わ
た
し
守
程
な
き
船
に
日
も
暮
ぬ
べ
し
（
『
再
昌
草
』
三
九
七
九
・
永１
正５
十２
八１
年
二
月
／
『
雪
玉
集
』
八
〇
九
三
）
　
　
→ 
む
か
し
、
お
と
こ
有
け
り
。
京
や
す
み
う
か
り
け
ん
、
あ
づ
ま
の
方
に
ゆ
き
て
、
す
み
所
も
と
む
と
て
、
と
も
と
す
る
人
、
ひ
と
り
ふ
た
り
し
て
ゆ
き
け
り
。
…
（
八
段
）
　
　
→ 
…
も
と
よ
り
友
と
す
る
人
、
ひ
と
り
ふ
た
り
し
て
い
き
け
り
。
…
そ
の
河
の
ほ
と
り
に
む
れ
ゐ
て
、
お
も
ひ
や
れ
ば
、
か
ぎ
り
な
く
と
を
く
も
き
に
け
る
か
な
、
と
わ
び
あ
へ
る
に
、
わ
た
し
も
り
、
は
や
ふ
ね
に
の
れ
、
日
も
く
れ
ぬ
と
い
ふ
に
、
…
 
（
九
段
）
　
　
あ
ば
ら
な
る
板
ま
そ
ひ
行
月
か
げ
に
こ
ぞ
は
と
忍
ぶ
む
め
の
し
た
風
（
『
雪
玉
集
』
三
九
六
四
・
明１
４
９
６
応
五
年
秋
内
大
臣
家
百
首
題
百
首
・
春
・
夜
梅
）
　
　
→ 
…
又
の
と
し
の
む
月
に
、
む
め
の
花
ざ
か
り
に
、
こ
ぞ
を
こ
ひ
て
い
き
て
、
た
ち
て
見
、
ゐ
て
見
、
ゝ
れ
ど
、
こ
ぞ
に
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
う
ち
な
き
て
、
あ
ば
ら
な
る
い
た
じ
き
に
、
月
の
か
た
ぶ
く
ま
で
ふ
せ
り
て
、
こ
ぞ
を
思
い
で
ゝ
よ
め
る
。
　
　
　
　
　
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
は
る
な
ら
ぬ
わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
（
四
段
）
　
「
ひ
と
り
ふ
た
り
」
「
渡
し
守
」
「
舟
」
「
日
も
暮
れ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
は
『
伊
勢
物
語
』
の
文
脈
を
想
起
さ
せ
る
ほ
ど
の
特
徴
や
固
有
性
を
持
た
な
い
詞
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
一
首
の
中
で
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
と
、
隅
田
川
の
場
面
を
背
景
と
す
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
九
段
の
本
説
取
り
に
頻
用
さ
れ
る
「
隅
田
川
」
と
い
う
地
名
や
、
「
名
に
し
負
は
ば
…
」
の
和
歌
を
用
い
ず
と
も
、
業
平
の
東
下
り
を
背
景
と
す
る
「
羈
中
渡
」
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
業
平
と
友
人
が
隅
田
川
を
渡
る
情
景
な
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
「
あ
ば
ら
な
る
…
」
歌
の
「
あ
ば
ら
な
る
板
間
」
と
い
う
詞
は
、
「
あ
ば
ら
な
る　
二
条
○の
〈
院后
〉
ゐ
給
は
ぬ
に
よ
り
て
、
其
所
46
の
体
也
」
（
『
伊
語
聴
説
』
）
、
「
ウ
チ
ア
レ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
モ
ア
ル
歟
。
又
ア
ナ
ガ
チ
、
サ
ハ
ナ
ク
ト
モ
、
人
ノ
ス
マ
ズ
、
主
人
ノ
ナ
キ
所
ハ
、
ア
レ
ネ
ド
モ
ア
レ
タ
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
也
。
業
平
ノ
心
ニ
、
其
人
ノ
ナ
ケ
レ
バ
、
荒
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
、
オ
ボ
ユ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」
（
『
惟
清
抄
』
）
と
注
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
の
住
人
・
高
子
の
不
在
を
意
味
す
る
詞
と
し
て
物
語
中
で
機
能
す
る
と
読
解
さ
れ
て
い
た
（
『
愚
見
抄
』
・
宗
祇
注
で
も
同
様
）
。
ま
た
、
高
子
と
引
き
裂
か
れ
た
不
本
意
な
別
れ
か
ら
一
年
が
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
「
去
年
」
、
場
面
の
情
景
を
構
成
す
る
景
物
で
あ
る
「
梅
」
「
月
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
「
月
や
あ
ら
ぬ
…
」
を
本
歌
取
り
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
状
況
説
明
の
部
分
か
ら
詞
を
拾
い
上
げ
て
一
首
を
構
成
し
、
失
っ
た
恋
を
偲
ぶ
内
容
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
方
法
は
、
単
独
で
は
章
段
の
文
脈
を
想
起
さ
せ
う
る
固
有
性
が
弱
く
と
も
（
但
し
「
あ
ば
ら
な
る
板
」
は
諸
注
釈
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
〈
伊
勢
詞
〉
と
し
て
機
能
し
う
る
）
、
複
数
の
詞
・
題
材
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
と
同
じ
情
景
が
描
出
さ
れ
て
章
段
が
喚
起
さ
れ
る
。
し
か
も
、
和
歌
を
本
歌
取
り
す
る
だ
け
で
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
要
素
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
二
首
は
、
地
の
文
の
詞
を
複
数
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
和
歌
の
三
十
一
文
字
の
中
に
章
段
（
も
し
く
は
場
面
）
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
凝
縮
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
こ
の
二
首
に
は
、
主
人
公
の
心
情
は
ほ
と
ん
ど
詞
に
表
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
背
景
に
物
語
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
で
、
物
語
中
で
は
和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
た
主
人
公
の
心
情
が
一
首
の
中
に
投
影
さ
れ
る
。
地
の
文
を
用
い
な
が
ら
、
用
い
ら
れ
て
い
な
い
作
中
和
歌
の
本
歌
取
り
に
等
し
い
効
果
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
五
、
正
徹
と
の
比
較
　
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
実
隆
の
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
地
の
文
か
ら
詞
を
摂
取
し
て
和
歌
に
詠
み
込
む
も
の
で
あ
っ
た
。
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
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第
一
節
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
の
文
の
利
用
が
少
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
実
隆
以
前
か
ら
、
地
の
文
を
摂
取
し
た
和
歌
を
詠
む
歌
人
は
存
在
し
た
。
近
い
時
代
で
は
、
正
徹
に
そ
の
傾
向
が
著
し
く
認
め
ら
れ
る
。
正
徹
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
『
伊
勢
物
語
』
は
多
く
、
古
注
を
朱
で
書
き
入
れ
た
正
徹
自
署
・
蜷
川
智
蘊
筆
『
伊
勢
物
語
』
も
現
存
し
て
い
る
）
11
（
。
『
伊
勢
物
語
』
が
歌
書
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
冒
頭
に
先
述
し
た
が
、
『
正
徹
物
語
』
に
は
「
本
歌
に
取
る
事
、
草
子
に
は
源
氏
の
事
は
申
に
及
ば
ず
、
古
物
語
も
と
る
な
り
。
住
吉
・
正
三
位
・
竹
取
・
伊
勢
物
語
を
ば
、
皆
歌
を
も
詞
を
も
と
る
な
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
正
徹
が
『
伊
勢
物
語
』
を
歌
書
と
し
て
で
は
な
く
物
語
と
し
て
享
受
し
、
和
歌
に
も
摂
取
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
　
正
徹
の
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
小
泉
和
氏
）
12
（
に
よ
る
論
考
が
あ
る
。
小
泉
氏
は
正
徹
の
方
法
に
つ
い
て
、
「
歌
人
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
講
釈
者
と
し
て
（
…
中
略
…
）
物
語
の
構
想
を
よ
り
詳
し
く
分
析
し
再
現
し
説
明
す
る
」
と
述
べ
、
「
本
歌
取
り
と
し
て
見
る
時
、
あ
ま
り
に
も
稚
拙
で
図
々
し
く
て
投
げ
や
り
に
み
え
る
」
「
い
ず
れ
も
伊
勢
物
語
の
地
の
文
の
こ
と
ば
の
単
純
な
移
し
替
え
に
終
っ
て
い
る
」
「
地
の
文
に
お
け
る
珍
し
い
詞
、
細
か
な
描
写
な
ど
の
注
目
す
べ
き
諸
所
を
拾
っ
て
、
こ
れ
を
要
約
、
或
い
は
意
訳
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
正
徹
が
地
の
文
か
ら
〈
伊
勢
詞
〉
を
選
択
し
て
詠
み
込
む
方
法
に
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
　
『
伊
勢
物
語
』
地
の
文
か
ら
詞
を
摂
取
し
た
正
徹
の
和
歌
を
見
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
（
八
月
）
廿
日
、
草
庵
の
月
次
、
ふ
し
な
が
ら
も
と
人
々
申
さ
れ
し
か
ば
、
い
な
み
が
た
く
て
／
田
鴫
　
　
都
鳥
羽
か
く
こ
と
や
す
み
だ
川
田
の
も
の
鴫
の
ほ
ど
に
ま
が
は
く
（
『
草
根
集
』
七
一
一
一
）
　
こ
の
歌
は
、
九
段
の
隅
田
川
の
場
面
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
「
都
鳥
が
羽
を
か
く
こ
と
だ
、
こ
の
隅
田
川
で
。
田
の
面
の
鴫
ほ
ど
の
大
き
さ
だ
と
見
間
違
え
る
よ
う
な
」
と
い
う
の
は
、
「
さ
る
お
り
し
も
、
し
ろ
き
と
り
の
、
は
し
と
あ
し
と
あ
か
き
、
し
ぎ
の
お
ほ
き
さ
な
る
、
み
づ
の
う
へ
に
あ
そ
び
つ
ゝ
い
を
ゝ
く
ふ
。
…
『
こ
れ
な
む
宮
こ
ど
り
』
と
い
ふ
を
き
ゝ
て
」
に
依
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
伊
勢
物
語
』
文
中
の
、
都
鳥
が
鴫
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
和
歌
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
題
は
「
田
鴫
」
で
あ
り
、
48
初
句
に
都
鳥
が
出
て
く
る
の
は
唐
突
で
あ
る
が
、
『
伊
勢
物
語
』
の
文
脈
か
ら
、
こ
の
都
鳥
は
田
の
面
の
鴫
と
間
違
え
る
く
ら
い
の
大
き
さ
な
の
だ
、
と
い
う
結
び
つ
き
で
ま
と
め
て
い
る
。
地
の
文
を
踏
ま
え
て
い
る
と
は
い
え
、
隅
田
川
に
旅
す
る
業
平
の
心
情
や
情
景
描
写
に
は
ほ
ど
遠
く
、
説
明
的
な
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
（
二
月
）
五
日
、
修
理
大
夫
の
家
に
て
月
次
あ
り
し
に
／
石
面
岩
　
　
山
科
の
岩
ほ
ふ
る
く
は
の
こ
る
ら
ん
苔
を
き
ざ
み
し
人
の
こ
と
の
は
（
『
草
根
集
』
五
四
四
八
）
　
七
八
段
の
、
山
科
の
宮
で
業
平
が
石
を
献
上
す
る
際
に
「
あ
お
き
こ
け
を
き
ざ
み
て
、
ま
き
ゑ
の
か
た
に
こ
の
う
た
を
つ
け
て
た
て
ま
つ
り
け
る
」
と
あ
る
場
面
を
踏
ま
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
正
徹
歌
の
意
は
「
山
科
の
巌
に
古
く
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
苔
を
刻
ん
だ
業
平
の
和
歌
の
言
葉
が
」
と
い
う
も
の
で
、
山
科
の
宮
で
の
逸
話
を
想
起
し
な
が
ら
、
今
も
な
お
そ
れ
が
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
詠
む
の
だ
。
こ
れ
も
、
「
石
面
岩
」
と
い
う
題
か
ら
山
科
の
宮
の
場
面
を
想
起
し
て
和
歌
に
詠
ん
だ
と
は
い
え
、
歴
史
的
故
事
と
し
て
七
八
段
の
内
容
を
喚
起
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
物
語
が
持
つ
心
情
等
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
　
こ
で
は
特
徴
的
な
二
例
を
取
り
上
げ
た
。
正
徹
の
態
度
は
、
地
の
文
の
珍
し
い
詞
や
趣
向
を
取
り
入
れ
て
は
い
る
が
、
小
泉
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
説
明
的
」
「
要
約
・
意
訳
」
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
れ
以
上
の
展
開
が
認
め
ら
れ
な
い
。
実
隆
が
詞
を
拾
い
上
げ
て
物
語
の
場
面
を
三
十
一
文
字
の
中
に
再
構
成
す
る
と
い
う
密
度
の
濃
さ
や
、
物
語
中
に
描
か
れ
る
業
平
の
心
情
を
詞
の
背
景
に
揺
曳
さ
せ
る
と
い
う
姿
勢
も
見
い
だ
せ
な
い
。
　
逆
に
言
え
ば
、
実
隆
の
姿
勢
は
「
地
の
文
に
お
け
る
珍
し
い
詞
、
細
か
な
描
写
な
ど
の
注
目
す
べ
き
諸
所
を
拾
っ
て
、
こ
れ
を
要
約
、
或
い
は
意
訳
し
た
も
の
」
で
は
な
く
、
場
面
の
構
成
要
素
を
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
に
よ
っ
て
喚
起
さ
せ
な
が
ら
、
一
首
の
中
に
章
段
（
も
し
く
は
場
面
）
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
登
場
人
物
の
心
情
ま
で
含
め
て
凝
縮
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
視
点
を
変
え
る
と
、
正
徹
と
は
異
な
る
注
釈
の
姿
勢
、
つ
ま
り
一
つ
一
つ
の
詞
を
単
に
説
明
的
に
注
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
物
語
の
中
で
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
49
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
を
読
み
解
く
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
が
情
景
や
心
情
描
写
と
し
て
い
か
に
機
能
し
て
い
る
か
を
自
詠
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
　
も
う
一
点
、
実
隆
が
正
徹
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
。
正
徹
の
次
の
歌
を
挙
げ
る
。
　
　
く
だ
か
け
の
を
く
る
も
つ
ら
し
別
ぢ
の
野
ら
に
す
む
て
ふ
き
つ
に
は
め
な
で
（
『
草
根
集
』
七
五
三
二
「
（
五
月
）
廿
日
、
草
庵
月
次
に
／
恨
鳥
別
恋
」
）
　
こ
の
「
く
だ
か
け
」
「
き
つ
に
は
め
な
で
」
は
、
『
伊
勢
物
語
』
一
四
段
の
「
夜
も
あ
け
ば
き
つ
に
は
め
な
で
く
だ
か
け
の
ま
だ
き
に
な
き
て
せ
な
を
や
り
つ
る
」
に
基
づ
く
詞
で
あ
る
。
「
き
つ
に
は
め
な
で
」
は
正
徹
以
外
に
摂
取
例
を
見
い
だ
せ
な
い
が
、
「
く
だ
か
け
」
は
正
徹
の
他
に
も
、
『
風
情
集
（
藤
原
公
重
）
』
三
四
〇
・
『
覚
綱
集
』
四
九
・
『
正
治
初
度
百
首
』
七
九
五
（
忠
良
）
・
『
玉
吟
集
』
二
四
八
四
と
、
院
政
期
か
ら
摂
取
例
が
散
見
す
る
。
実
隆
の
同
時
代
歌
人
に
も
、
『
下
葉
集
（
堯
恵
）
』
五
四
一
・
『
春
夢
草
（
肖
柏
）
』
一
一
四
七
・
『
邦
高
親
王
御
集
』
九
九
の
例
が
あ
る
。
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
を
行
っ
た
堯
恵
と
、
宗
祇
の
講
釈
を
書
き
留
め
た
『
肖
聞
抄
』
の
著
者
・
肖
柏
の
例
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
　
各
種
注
釈
・
講
釈
聞
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
難
義
語
で
あ
り
、
『
伊
語
聴
説
』
に
は
「
き
つ
は
狐
也
。
下
略
也
。
は
め
、
食
也
。
く
だ
か
け
、
鶏
也
。
く
だ
は
細
也
。
小
鶏
と
、
一
条
殿
御
説
」
、
『
覚
桜
注
』
に
「
ク
ダ
ハ
家
、
カ
ケ
ハ
鶏
也
」
と
注
し
、
『
惟
清
抄
』
で
は
和
歌
の
引
用
本
文
に
「
…
ク家
鶏
也
ダ
カ
ケ
ノ
マ
ダ
キ
ニ
ナ
キ
テ
セ
ナ
ヲ
ヤ
リ
ツ
ル　
東
国
之
習
、
家
ヲ
ク
ダ
ト
云
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
注
文
に
「
ク
ダ
カ
ケ
ハ
、
家
鶏
也
。
只
カ
ケ
ト
バ
カ
リ
モ
ヨ
メ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
「
く
だ
」
を
「
細
」
と
解
し
て
い
た
の
が
「
家
」
の
意
で
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
変
化
は
認
め
ら
れ
る
が
、
「
く
だ
か
け
」
が
家
鶏
の
意
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
同
じ
で
あ
る
。
　
一
四
段
の
こ
の
歌
は
、
陸
奥
国
で
男
に
懸
想
し
た
女
が
、
男
と
一
夜
を
過
ご
し
た
後
、
夜
明
け
前
に
男
が
帰
っ
て
行
っ
た
の
を
怨
じ
て
詠
ん
だ
和
歌
で
あ
る
。
男
へ
の
求
愛
の
歌
も
、
「
中
〳
〵
に
恋
に
し
な
ず
は
く
は
こ
に
ぞ
な
る
べ
か
り
け
る
た
ま
の
を
ば
か
り
」
と
、
夫
婦
50
仲
の
良
い
蚕
に
な
り
た
い
な
ど
と
い
う
、
和
歌
の
雅
や
か
さ
を
欠
い
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
章
段
の
眼
目
は
、
陸
奥
の
女
の
詠
ん
だ
和
歌
が
、
題
材
の
上
で
も
詞
の
上
で
も
、
和
歌
に
求
め
ら
れ
る
雅
や
か
さ
を
欠
い
て
し
ま
っ
た
点
に
あ
る
。
「
く
だ
か
け
」
「
き
つ
に
は
め
な
で
」
の
珍
し
さ
と
は
、
そ
も
そ
も
業
平
（
そ
し
て
『
伊
勢
物
語
』
作
者
が
）
批
判
し
た
田
舎
く
さ
で
あ
っ
た
。
　
後
世
の
歌
人
た
ち
は
、
珍
し
さ
へ
の
志
向
か
ら
、
「
く
だ
か
け
」
を
鶏
と
同
義
の
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
実
隆
は
古
典
的
な
歌
こ
と
ば
を
逸
脱
す
る
こ
う
し
た
詞
を
用
い
て
和
歌
を
詠
ん
で
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
実
隆
に
と
っ
て
〈
伊
勢
詞
〉
と
は
、
『
伊
勢
物
語
』
の
中
で
面
白
く
、
優
れ
た
詞
で
あ
っ
た
。
物
語
内
で
批
判
さ
れ
る
も
の
は
、
い
か
に
珍
し
く
と
も
摂
取
す
べ
き
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
伊
勢
物
語
』
を
新
し
く
珍
し
い
詞
の
宝
庫
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
古
典
・
規
範
と
し
て
捉
え
る
実
隆
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
結
び
に
　
実
隆
の
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
は
、
作
中
和
歌
の
本
歌
取
り
も
数
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
小
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
地
の
文
の
詞
を
〈
伊
勢
詞
〉
と
し
て
積
極
的
に
用
い
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
講
釈
・
注
釈
に
基
づ
い
た
丁
寧
な
読
解
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
地
の
文
の
情
景
描
写
や
心
情
描
写
が
、
章
段
を
代
表
す
る
詞
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
題
の
表
現
に
ふ
さ
わ
し
い
場
面
を
選
び
出
し
、
物
語
を
想
起
さ
せ
る
和
歌
を
詠
む
に
あ
た
っ
て
、
従
来
用
い
ら
れ
て
き
た
作
中
和
歌
で
は
な
く
地
の
文
の
詞
を
用
い
る
。
勅
撰
和
歌
集
に
入
集
す
る
こ
と
も
多
い
『
伊
勢
物
語
』
の
作
中
和
歌
で
は
な
く
、
地
の
文
の
詞
を
用
い
る
こ
と
は
、
実
隆
が
地
の
文
に
ま
で
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
読
者
が
そ
れ
に
気
付
く
か
ど
う
か
を
試
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
、
気
付
い
た
時
に
は
と
も
に
地
の
文
の
細
か
な
描
写
の
魅
力
を
共
有
で
き
る
。
『
伊
勢
物
語
』
と
い
う
古
典
で
は
あ
る
が
、
和
歌
よ
り
も
注
目
度
が
低
く
、
精
通
し
て
い
る
人
が
多
く
な
い
地
の
文
を
用
い
た
和
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
当
時
、
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
の
授
受
者
が
発
見
し
た
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
51
知
識
と
創
作
の
往
還
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
和
歌
に
摂
取
さ
れ
る
〈
伊
勢
詞
〉
は
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
増
え
て
ゆ
く
。
そ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
詞
を
掬
い
上
げ
て
用
い
る
の
は
、
歌
人
た
ち
に
と
っ
て
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。
実
隆
が
用
い
た
詞
が
後
の
時
代
の
歌
人
た
ち
に
よ
っ
て
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
実
隆
に
し
か
用
例
の
見
出
せ
な
い
詞
も
多
い
。
実
隆
が
掬
い
上
げ
た
詞
は
、
散
文
的
で
説
明
的
な
も
の
も
あ
り
、
一
回
限
り
の
挑
戦
に
終
わ
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
　
実
隆
の
挑
戦
は
、
講
釈
者
と
し
て
『
伊
勢
物
語
』
を
読
解
し
た
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
講
釈
を
行
い
う
る
知
識
と
読
解
の
深
さ
を
持
つ
者
と
し
て
、
ま
た
後
柏
原
天
皇
の
信
任
厚
く
堂
上
歌
壇
を
支
え
る
歌
人
と
し
て
、
自
身
の
知
識
と
歌
才
を
示
す
意
図
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
伊
勢
物
語
』
の
表
現
を
摂
取
す
る
実
隆
の
方
法
は
、
章
段
の
内
容
や
作
中
和
歌
だ
け
で
は
な
く
、
地
の
文
の
細
か
な
表
現
に
ま
で
目
を
留
め
理
解
し
、
そ
れ
を
新
た
な
和
歌
表
現
に
活
か
す
こ
と
で
、
さ
ら
に
そ
の
表
現
の
持
つ
可
能
性
に
光
を
当
て
る
と
い
う
、
古
典
主
義
に
立
脚
し
な
が
ら
新
た
な
和
歌
表
現
を
模
索
す
る
試
み
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
 
和
歌
の
引
用
本
文
と
歌
番
号
は
、
私
家
集
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』
（C
D
-R
O
M
版
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
に
、
そ
れ
以
外
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
（
角
川
書
店
）
に
拠
る
。
そ
れ
以
外
の
引
用
は
以
下
の
通
り
。
『
伊
勢
物
語
』
…
伊
井
春
樹
『
伊
勢
物
語 
実
隆
筆
天
福
本
』
（
昭
45
・
愛
媛
大
学
古
典
叢
刊
刊
行
会
）
、
『
伊
語
聴
説
』
…
陽
明
文
庫
蔵
本
、
『
惟
清
抄
』
…
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
43
『
和
歌
物
語
古
註
集
』
（
昭
54
・
八
木
書
店
）
、
『
逍
談
称
聴
』
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
154
―
62
）
、
『
覚
桜
注
』
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
庭
30
）
、
『
文
明
九
年
本
肖
聞
抄
』
…
伊
勢
物
語
古
注
釈
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
笠
間
書
院
）
、
『
冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
抄
』
『
文
明
十
二
年
本
肖
聞
抄
』
『
伊
勢
物
語
宗
長
聞
書
』
…
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
資
料
篇
〕
』
（
昭
44
・
明
治
書
院
）
、
『
十
巻
本
伊
勢
物
語
注
』
52
『
伊
勢
物
語
山
口
記
』
…
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
古
注
釈
叢
刊
（
八
木
書
店
）
、
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
…
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
（
朝
日
新
聞
社
）
、
『
詠
歌
大
概
』
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
歌
論
集
』
（
平
13
・
小
学
館
）
、
『
正
徹
物
語
』
…
小
川
剛
生
『
正
徹
物
語
』
（
平
23
・
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
注（1
）  
伊
井
春
樹
『
伊
勢
物
語 
実
隆
筆
天
福
本
』
（
昭
45
・
愛
媛
大
学
古
典
叢
刊
刊
行
会
）
解
説
、
宮
川
葉
子
『
三
条
西
実
隆
と
古
典
学
』
（
平
7
・
風
間
書
房
）
第
二
部
第
三
章
第
四
節
「
天
福
本
伊
勢
物
語
の
伝
流
」
（
2
）  
大
津
有
一
『
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究　
増
訂
版
』
（
昭
61
・
八
木
書
店
）
第
二
章
第
七
「
三
條
西
実
隆
の
講
筵
と
註
釈
」
、
青
木
賜
鶴
子
①
「
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
伊
勢
物
語
古
注
―
「
伊
語
聴
説
」
「
称
談
集
解
」
に
触
れ
つ
―
」
（
『
百
舌
鳥
国
文
』
6
、
昭
61
・
10
）
、
同
②
「
三
条
西
実
隆
の
伊
勢
物
語
講
釈
―
『
覚
桜
注
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
女
子
大
文
学
（
国
文
篇
）
』
平
16
・
3
）
、
同
③
「
三
条
西
実
隆
講
・
清
原
宣
賢
筆
記
「
伊
勢
物
語
惟
清
抄
」
に
つ
い
て
」
（
『
百
舌
鳥
国
文
』
平
18
・
３
）
、
注
（
1
）
宮
川
著
書
第
二
部
第
三
章
第
五
節
「
実
隆
の
伊
勢
物
語
講
釈
と
使
用
テ
キ
ス
ト
」
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
43
『
和
歌
物
語
古
註
集
』
（
昭
54
・
八
木
書
店
）
「
伊
勢
物
語
惟
清
抄
」
解
説
（
片
桐
洋
一
執
筆
）
、
伊
藤
敬
『
室
町
時
代
和
歌
史
論
』
（
平
17
・
新
典
社
）
第
五
章
四
「
実
隆
の
視
点
」
（
3
） 
拙
稿
①
「
陽
明
文
庫
蔵
『
伊
語
聴
説
』
解
題
と
翻
刻
」
（
『
調
査
研
究
報
告
』
38
、
平
30
・
3
）
参
照
。
（
4
） 
拙
稿
②
「
後
柏
原
天
皇
御
会
「
伊
勢
物
語
詞
連
歌
」
の
位
相
―
〈
伊
勢
詞
〉
の
展
開
か
ら
―
」
（
『
隔
月
刊 
文
学
』
12
―
4
、
平
23
・
7
）
。
（
5
）  
院
政
期
の
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
に
つ
い
て
は
、
田
口
暢
之
「
藤
原
顕
季
の
古
歌
摂
取
意
識
―
『
万
葉
集
』
と
『
伊
勢
物
語
』
を
中
心
に
―
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
112
、
平
28
・
6
）
参
照
（
6
）  
拙
稿
③
「
『
伊
勢
物
語
』
と
藤
原
俊
成
の
歌
論
・
実
作
―
建
久
期
後
半
、
特
に
『
御
室
五
十
首
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物
語
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
53
　
享
受
の
展
開
』
〈
平
22
・
竹
林
舎
〉
所
収
）
参
照
（
7
）  
正
徹
か
ら
実
隆
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
豊
田
恵
子
「
心
あ
る
あ
ま
の
な
ど
か
な
か
ら
ん
」
考
―
三
条
西
実
隆
に
よ
る
正
徹
の
趣
向
摂
取
に
つ
い
て
―
」
（
『
叙
説
』
33
、
平
18
・
3
）
、
松
本
麻
子
「
歌
連
歌
と
連
歌
歌
―
正
徹
の
和
歌
を
軸
に
―
」
（
『
中
世
文
学
』
58
、
平
25
・
6
）
に
指
摘
が
あ
る
。
（
8
）  
な
お
、
実
隆
ほ
ど
特
異
表
現
を
取
り
入
れ
る
傾
向
は
強
く
な
い
が
、
実
隆
と
共
通
し
た
詞
の
摂
取
・
摂
取
の
方
法
を
見
い
だ
せ
る
の
が
、
後
柏
原
天
皇
で
あ
る
。
二
例
挙
げ
て
お
く
。
 
〈
紅
葉
の
千
種
〉
 
→
神
無
月
の
つ
ご
も
り
が
た
、
き
く
の
花
う
つ
ろ
ひ
さ
か
り
な
る
に
、
も
み
ぢ
の
ち
ぐ
さ
に
見
み
る
お
り
、
…
（
八
一
段
）
 
〇
実
隆
 
庭
の
面
の
紅
葉
の
ち
ぐ
さ
か
げ
ふ
か
み
う
つ
ろ
ひ
そ
む
る
き
く
の
上
露
（
『
雪
玉
集
』
五
三
八
〇
・
文１
４
８
６
明
十
六
年
七
月
十
六
日
結
題
五
十
首
和
歌
「
紅
葉
帯
菊
」
）
 
　
　
九
月
九
日
、
公
宴 
詩
歌
同 
章
長
卿
献
レ
之
云　
　
云
／
同
題
（
黄
花
独
有
香 
各
分
二
一
字
一
）
 
香
に
ゝ
ほ
ふ
た
ぐ
ひ
は
菊
の
外
も
あ
ら
じ
色
は
紅
葉
の
千
ぐ
さ
な
が
ら
に 
（
『
再
昌
草
』
一
八
三
〇
・
永１
５
０
９
正
七
年
）
 
水
の
面
に
紅
葉
の
千
種
影
は
あ
れ
ど
浪
の
花
に
は
し
ら
菊
の
花 
（
『
再
昌
草
』
四
二
四
七
・
大１
５
２
２
永
二
年
九
月
「
重
陽
公
宴　
菊
花
臨
水
」
）
 
　
　
 
九
日
、
右
京
大
夫
入
道
、
か
た
え
紅
葉
し
た
る
枝
を
ゝ
く
り
し
、
み
所
た
ぐ
ひ
な
か
り
し
か
ば
、
内
に
た
て
ま
つ
り
た
り
し
に
、
女
房
の
文
に
て
 
お
な
じ
え
の
紅
葉
の
千
ぐ
さ
百
く
さ
に
花
を
も
ま
た
ぬ
さ
か
り
と
ぞ
み
る 
（
『
再
昌
草
』
四
八
六
二
・
大１
５
２
５
永
五
年
八
月
）
 
た
ち
ぬ
る
ゝ
袖
も
や
色
に
紅
葉
ゝ
の
ち
ぐ
さ
を
わ
く
る
も
り
の
下
露 
（
『
雪
玉
集
』
七
六
三
三
・
詠
三
十
首
和
歌
・
秋
・
紅
葉
）
 
〇
後
柏
原
天
皇
 
野
辺
の
色
や
深
山
の
秋
に
う
つ
る
ら
ん
紅
葉
の
千
種
う
す
く
こ
き
色 
（
『
柏
玉
集
』
二
二
五
八
・
文１
５
０
３
亀
三
年
自
桃
花
節
禁
裏
御
着
到
和
歌
・
秋
・
紅
葉
54
／
同
・
九
八
九
・
「
紅
葉
」
、
結
句
「
う
す
く
こ
き
比
」
／
『
雪
玉
集
』
四
五
六
二
）
 
〈
布
引
の
滝
・
白
絹
・
袖
の
せ
ば
き
〉
 
→ 
「
い
ざ
、
こ
の
山
の
か
み
に
あ
り
と
い
ふ
ぬ
の
び
き
の
た
き
見
に
の
ぼ
ら
ん
」
と
い
ひ
て
、
の
ぼ
り
て
見
る
に
、
そ
の
た
き
、
物
よ
り
こ
と
也
。
な
が
さ
二
十
丈
、
ひ
ろ
さ
五
丈
許
な
る
い
し
の
お
も
て
、
し
ら
き
ぬ
に
い
は
を
つ
ゝ
め
ら
ん
や
う
に
な
む
あ
り
け
る
。
…
 
　
　
　
ぬ
き
み
だ
る
人
こ
そ
あ
る
ら
し
白
玉
の
ま
な
く
も
ち
る
か
そ
で
の
せ
ば
き
に
（
八
七
段
）
 
〇
実
隆
 
　
　
廿
六
日
、
永
元
寺
美
絹
一
疋
を
く
ら
れ
し
返
事
に
 
布
引
の
滝
か
と
ぞ
お
も
ふ
し
ら
き
ぬ
の
か
ゝ
る
を
つ
ゝ
む
袖
の
せ
ば
き
に 
（
『
再
昌
草
』
解
題
五
八
九
・
享１
５
２
９
禄
二
年
十
一
月
）
 
〇
後
柏
原
天
皇
 
雲
霧
の
空
に
つ
ゝ
み
て
し
ら
き
ぬ
の
は
た
ば
り
せ
ば
き
布
引
の
滝 
（
『
柏
玉
集
』
一
六
九
七
「
布
引
の
滝
」
）
　
『
実
隆
公
記
』
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
七
月
七
日
条
に
は
、
「
伊
勢
物
語
愚
本
依
レ
仰
令
レ
借
進
二
上
親
王
一
了
」
と
あ
り
、
実
隆
所
持
本
を
当
時
親
王
で
あ
っ
た
後
柏
原
天
皇
に
貸
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
言
国
卿
記
』
明
応
七
年
（
一
四
九
三
）
四
月
十
六
日
条
に
は
、
宮
中
で
堯
恵
の
講
釈
が
あ
り
、
後
柏
原
天
皇
も
そ
れ
を
聴
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
に
実
隆
の
名
前
は
見
え
な
い
が
、
そ
の
後
、
『
実
隆
公
記
』
明
応
七
年
六
月
二
日
条
に
「
入
レ
夜
於
二
親
王
御
方
一
数
刻
御
雑
談
、
定
家
卿
自
筆
伊
勢
物
語
［
武
田
所
持
本
、
］
披
―二
見
之
一
、
殊
勝
物
也
、
昨
日
堯
恵
彼
物
語
講
尺
終
功
［
云
々
］
、
少
々
義
理
等
尋
申
入
之
処
、
有
レ
仰
、
不
審
事
等
在
レ
之
、
不
レ
能
レ
注
レ
之
」
、
同
四
日
条
に
は
「
伊
勢
物
語
禁
裏
御
本
依
レ
仰
校
合
直
付
進
―二
上
之
一
了
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
従
来
、
定
家
自
筆
本
の
伝
来
や
実
隆
と
定
家
自
筆
本
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
事
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
後
柏
原
天
皇
と
実
隆
と
の
『
伊
勢
物
語
』
を
挟
ん
で
の
親
し
い
交
流
が
読
み
取
れ
る
。
実
隆
と
後
柏
原
天
皇
の
間
に
は
『
伊
勢
物
語
』
を
和
歌
に
摂
取
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
共
通
す
る
問
題
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
9
） 
前
掲
注
（
4
）
拙
稿
②
（
10
） 
青
木
賜
鶴
子
③
「
伊
勢
物
語
旧
注
論
序
説
―
一
条
兼
良
と
宗
祇
と
―
」
（
『
女
子
大
文
学　
国
文
篇
』
昭
61
・
3
）
三
条
西
実
隆
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
55
（
11
） 『
伊
勢
物
語
古
注
釈
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　
第
一
巻
』
（
平
5
・
和
泉
書
院
）
に
影
印
所
収
。
（
12
） 
小
泉
和
「
草
根
集
に
お
け
る
正
徹
の
伊
勢
物
語
受
容
に
つ
い
て
」
（
『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
紀
要
』
11
、
昭
51
・
４
）
【
付
記
】
本
稿
は
第
五
十
九
回
度
和
歌
文
学
会
大
会
（
平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日
於
関
西
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
室
町
後
期
和
歌
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
摂
取
と
注
釈
―
三
条
西
実
隆
と
後
柏
原
天
皇
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
も
と
づ
き
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
際
に
ご
意
見
や
ご
教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（B）
研
究
課
題15K
16695
お
よ
び
基
盤
研
究
（C）
研
究
課
題17K
024509
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
（
本
学
教
授
）
